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農環研30周年記念セミナー

報  告

　評価委員会は、農環研の業務運営に対する自己評

価の客観性を高める観点から、外部専門家・有識者の

方々に業務運営全般に対する評価をお願いしている

ものです。今年度は、以下の方々に評価委員をお願い

しました（所属・役職名は評価委員会当日のもの）。

　［評価委員］　大木美智子（財団法人消費科学セン
ター代表理事）、大沼あゆみ（慶應義塾大学経済学部

教授）、金子文宜（千葉県農林総合研究センター セン

ター長）、古在豊樹（千葉大学名誉教授、委員長）、三

枝正彦（豊橋技術科学大学先端農業・バイオリサーチ

センター特任教授）、佐々木みさ子（宮城県生活研究

グループ連絡協議会会長、JAみどりの理事）、森田満

樹（ライター、消費生活コンサルタント）

　3月14日に当所中会議室において開催した評価委

員会では、農環研より平成25年度の業務運営、調査・

研究の状況、主要研究成果案等を報告し、評価委員よ

り意見をいただきました（大木委員、佐々木委員はご

欠席）。委員からは、研究所の公開、見学対応、シンポ

ジウム開催等の多様な広報活動、若手研究者を対象

とした農家研修の開始等に高い評価をいただくととも

に、それらを通じた研究成果の社会への発信と、将来

の技術普及への展開に大きな期待が寄せられました。

委員会終了後、各評価委員による採点・コメントを集

約し、評価結果として取りまとめることとしました。

（企画戦略室長　山本 勝利）

日本農業気象学会賞  普及賞：
大気環境研究領域長　宮田　明
　この賞は「農業気象学・農業気

象技術の普及、教育、啓蒙に著しく貢献のあった会員」

に授与される賞です。宮田領域長は、（独）森林総合研

究所の大谷義一氏、（独）国立環境研究所の三枝信子

氏とともに、AsiaFlux（アジアフラックス）の運営を通じ

て、日本や東アジア諸国の生態系炭素収支研究に携

わる研究者の連携強化や観測技術の教育普及、およ

びフラックス評価精度の向上に尽力し、国際的な研究

協力関係の発展に貢献しました。

日本農業気象学会賞  奨励賞：
大気環境研究領域　岡田  将誌
　この賞は「優れた研究論文が学会誌に掲載された

30歳以下の会員」に授与される賞です。岡田研究員

は、コメの品質予測モデルと気候シナリオを活用して、

今世紀中に予想されるコメの品質低下と温度上昇の

直接・間接的な影響、品質低下を防ぐ適応策を論じた

論文「日本のコメ収量と品質に及ぼす気候変動影響

の評価（英文）」が評価され、受賞となりました。

日本応用動物昆虫学会　奨励賞：
生物多様性研究領域　田端　純
　この賞は「応用昆虫学および応用動物学の進歩に

寄与するすぐれた研究をなし、将来の発展を期待しう

る40歳未満の会員」を対象とするものです。田端主任

研究員は、カイガラムシ類やその他多数の農業害虫

の性フェロモン物質を同定するとともに、その構造や

機能の多様性を解明して農業害虫管理への応用を可

能にしました（関連記事：農環研ニュースNo.102）。

　2月26日につくば国際会議場で土・水研究会を開催

し、約120名の方々にご参加いただきました。国内外

において、食品の安全性に対する意識・関心が高まっ

ています。カドミウムについては、食品衛生法に基づく

コメの基準が平成23年2月に見直された一方で、コメ

以外の農作物についても低減対策の推進が求められ

ています。またヒ素については、農産物からの摂取に

おいて、我が国ではコメの寄与が大きいことが明らか

になっています。研究会では、農林水産省消費・安全

局の青木政典課長補佐による国内及び国際情勢と今

後の取組みについての講演に続き、農作物のカドミウ

ム吸収抑制について農環研の成果を紹介しました。ま

た、植物体内におけるカドミウムの動態について、日

本原子力研究開発機構の鈴井伸郎博士が動画を交

えた講演を行い、島根大学松本真悟准教授からは資

材・水管理による水稲のヒ素吸収抑制技術が紹介さ

れました。最後に荒尾から、25年度から開始された農

林水産省委託プロジェクト「水稲におけるヒ素のリス

クを低減する栽培管理技術の開発」の概要を紹介し

議論を深めました。

（研究コーディネータ　荒尾 知人）

　農業に不可欠な資材である農薬のリスク評価を行

うために必要な「農薬インベントリーの構築」をテーマ

に、2月27日(木)、つくば国際会議場で研究会を開催し、

約90名に参加いただきました。

　横浜国立大学の小林剛准教授の基調講演「化学物

質の健康リスク等の情報基盤整備の現状」の後、製品

評価技術基盤機構の中村 淳氏から、化審法（化学物

質の審査及び製造等の規制に関する法律）における

化学物質の基盤情報の整備について、産業技術総合

研究所の林 彬勒氏から、化審法に対応可能な生態リ

スクの評価管理についてご講演いただき、農業環境

技術研究所からは岩崎、永井から、地理情報の暴露評

価への活用、農薬インベントリーの構築と生態リスク

評価への活用について報告を行いました。また、総合

討論では、データベースの構築、維持、運営上の課題

や有効利用について情報交換がなされました。

（農業環境インベントリーセンター長　對馬 誠也）

　自然界に生息する微生物のほとんどは、培養が難し

い未知の微生物であることが知られています。農環研

では、微生物の遺伝情報が書き込まれたDNAやRNA

等の核酸分子を、土壌などの環境から直接取り出し、

こうした未知の微生物の種類や働きを解析する技術

を開発してきました。本公開セミナーでは、農環研30

周年の節目を迎え、環境から抽出した核酸によって見

えてきた微生物の生態と機能についての研究に焦点

を絞り、この分野で先進的な研究を行っている先生方

に講演をいただくとともに、農環研でこれまで得られ

た研究成果を紹介しました。学生から企業関係者まで

様々な立場の164名の方々の参加を得て、アンケート

等で貴重なご意見をいただきました。

（生物生態機能研究領域長　藤井　毅）

平成25年度
農業環境技術研究所評価委員会
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休憩時間には、会場前で土壌や昆虫の標本
展示、研究成果の紹介を行いました。

3月27日（金）、秋葉原コンベンションホールにて

　　　農環研のフラックスサイト（つくば市真瀬）
水田における二酸化炭素などのフラックス（発生・吸収）
を測定しています。




